
13

明星大学発達支援研究センター紀要　MISSION　March/2016 No. １

１．発達性読み書き障害（Developmental 
Dyslexia）とは

　読み障害の一種にディスレクシアと呼ばれるも
のがある。一般的にはディスレクシアと呼ばれる
ことが多いが、後天性の読み障害である失読症と
区別して、発達性ディスレクシアと表現されるこ
とがある。また、読むことに問題があると、ほと
んどの場合、書くことにも問題を伴うため、発
達性ディスレクシアと同じ意味で、発達性読み書
き障害という用語が用いられるようになっている

（宇野 , 2002）。発達性読み書き障害は、学習障
害の中核と考えられており、「勝手読みや飛ばし
読みが多い」「音読が非常にたどたどしく、読み
書きに時間がかかる」「読めないことから、書字
の習得も進まない」「読解が難しい」などの特性
が表れる。国際ディスレクシア協会の定義では、

「ディスレクシアは、神経生物学的原因に起因す
る特異的学習障害である。その特徴は、正確か
つ（または）流暢な単語認識の困難さであり、綴
りや文字記号音声化の拙劣さである。こうした困
難さは、典型的には、言語の音韻的要素の障害に
よるものであり、しばしば他の認知能力からは
予測できないものであり、また、通常の授業も効
果的ではない。二次的には、結果的に読解の苦手
さや読む機会が少なくなるという問題が生じ、そ
れは語彙の発達や知識の増大を妨げるものとな
り得る」と、記述されている（発達性ディスレク
シア研究会ファクトシート参照）。発達性読み書
き障害の出現率は、英語圏で6 ～ 15% の高頻度

を示す報告が多いが（Karsusic, 2001; Lyytinen, 
2004）、日本では、平仮名1％、カタカナ2 ～ 3％、
漢字5 ～ 6％と他の言語と比較すると出現頻度が
低いと言われている（宇野彰 , 2004）。しかし、
知的障害やその他の読み書きに関わる問題が合併
しているケースも含めると数は多くなると考えら
れ、発達性読み書き障害やその周辺の読み書きの
問題への対応は特別支援教育の重要なテーマのひ
とつである。

２．発達性読み書き障害の発生プロセス

　発達性読み書き障害の音読の障害を考える際の
代表的説明モデルとして、後天性の失読症で研
究が進められている「二重経路モデル（Coltheart, 
1993）」がある｡ 二重経路モデルでは､ ①文字を
規則に基づいて音韻に変換する経路と②語彙辞書
を用いて単語をひとまとまりとして変換する経路
があると考えられている｡ 発達性読み書き障害で
は、主に①の経路が働きにくくなっており、その
背景には音韻処理の障害があると考えられる。そ
れに伴って、②の経路での単語のまとまり読みも
育ちにくくなる。このような状態が音読のたどた
どしさや読解の難しさにつながる。

３．発達性読み書き障害の評価

　二重経路モデルを基礎にして考えると、読みの
障害を分析し、支援を検討する際、①の経路に関
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わる音韻処理と②の経路に関わる意味処理が重要
であると思われる。そのため、①の経路に関わる
検査として、音韻操作課題やデコーディング（文
字情報を音に変換する能力）、②の経路に関わる
検査として、語彙の量や深さ、読みに語彙を活用
してまとまり読みをするスキルについて確認す
る。具体的には、特異的発達障害診断・治療のた
めの実践ガイドライン（稲垣 , 2010）、包括的領
域別読み能力検査 CARD（奥村 , 2014）、絵画語
彙テスト PVT-R（上野 , 2008）などがある。
　実際の読みのつまずきでは、文法の理解が難し
い、文章の意味の読み取りが難しいなど文・文章
レベルの問題が発達性読み書き障害に合併してい
るケース、または、発達性読み書き障害がない
が文・文章レベル問題があるケースも多く見られ
る。また、様々な書字の問題も伴うことが多い。
これらの実情も踏まえ、実際の評価では、小学生
の読み書きスクリーニング検査 STRAW（宇野 , 
2006）、包括的領域別読み能力検査 CARD（奥村 , 
2014）、小学生の読み書きの理解 URAWSS（河野 , 
2013）などを用いて幅広い評価が求められる。

４．発達性読み書き障害の支援

　学校教育においては、発達性ディスレクシアに
対する認知度が低く、特別な支援が受けられない
現状が見受けられる。近年、RTI モデル（Response 
to Intervention：通常の学級において児童全員に
効果的な指導を行い、その結果指導効果が得られ
なかった児童に対し特別な支援を行う教育的介入
法）による学校教育での介入も試みられている（海
津 , 2008; 小 枝 , 2014）。 し か し、RTI モ デ ル
そのものは、読みに苦手さがある子どもの個々の
特性を捉え、支援を検討するものではない。また、
日本語における発達性読み書き障害の認知的特性
に応じた支援法や教材の開発も試みられている

（川崎 , 2005; 春原 , 2005; 村井 , 2010）。しか
し、教育現場における体系化や一般化には至って
いない。今後は、発達性読み書き障害を含め、学
習上のつまずきの要因を類型化し、それぞれのタ

イプに合った効果的な支援法の検討と教育現場に
おける活用が求められる。
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